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した時に、本当にこれまでコミュニケーションが成立し
ていたのか、改めて考えてみる必要があるはずです。
　私たちは普段、対人コミュニケーションにおいて、意
味のわからない言葉や、あまりちゃんと聞き取れていな
い言葉があったとしても、勝手に補完するなり推測する
なりして、何となくわかったような感じで話を進めてい
くことが多くあります。
　たとえ曖昧な情報のやり取りのまま会話が進んでも、
瞬時に補完や推測といった能力を使って柔軟にカバーし
てしまっているのです。
　この素晴らしい能力のおかげで、何とかコミュニケー
ションが成立しているわけですが、もしかしたら「本当
は」もっと人に対しても、コミュニケーションの歩み寄
りのようなものが必要なのかもしれません。
　機械やコンピュータに対して、私たちはあれほど「わ
かってくれるだろうか」という気持ちとともに、自然な
歩み寄りを見せることができるにも関わらず、対人の状
況では急に「わかってくれるだろう」と相手に期待した
コミュニケーションに変化してしまうことが多いように
思います。
　相手に期待するというのは信頼の表われでもあるので
すが、私たちは知らず知らずのうちに、相手に少し負荷
をかけるコミュニケーションを当然のものとしてしまっ
ているのかもしれません。

　こんにちは、菅俊一です。今回は、「自ら歩み寄るコ
ミュニケーション」について考えてみたいと思います。
　早速ですが、お持ちのスマートフォンの音声入力を使
って、何か文章を入力してみてください。どんな文章で
も構いませんが、たとえば自分の履歴などの自己紹介は
いかがでしょう。
　実際に音声入力を使っていただくとわかると思うので
すが、いつもどおりに話しているだけでは、ところどこ
ろ正しく認識されなかったのではないかと思います。
　そのため、正しく入力しようとすると、話す速度をゆ
っくりにしたり、文章を単語ごとに細かく区切って話し
たり、滑舌をよりハッキリさせるなど、スマートフォン
側が認識しやすいように、自分のほうでさまざまな調整
を行なっているのではないでしょうか。
　つまり、私たちは無意識に、音声入力を使うなかでス
マートフォン側の認識能力のようなものを何となく察し
て、うまく認識されるように情報を最適な状態にコント
ロールしているのです。

　今回は、コミュニケーションの相手がスマートフォン
（コンピュータ）だったわけですが、別に相手がコンピ
ュータではなく人間だったとしても、いつもどおりに話

日頃のコミュニケーションのあり方を見直す
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